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李漁（一六一〇―一六八〇） 『閑情偶寄』 「頤養部」 「行楽第一」は、 「貴人行楽之法」 「富人行楽之法」 「貧賤行楽之
法」 「家庭行楽之法」 「道途行楽之法」 「春季行楽之法」 「夏季行楽之法」 「秋季行楽之法」 「冬季行楽之法」 「随時即景就事行楽之法」から成る。　
この内、 「貴人行楽之法」 「富人行楽之法」 「貧賤行楽之法」三篇は、題からしても、表面上の内容からしても、そ
れぞれ「貴人 富人」 「貧賤」に向けて、それぞれのための人生の楽しみかたを説いているように見える。しかし、これら三篇は実際のところ誰に向けて語っているのか、検討する余地があるように思われる。この問いについて検討してみるとともに、議論のありかたを眺めてみたい。　『閑情偶寄』所収の言説は、戯文であると思われる。ただし、ただ単に面白おかしく書かれているだけのものであるということではなく、一定 理路を持ちつつ、どこまで真剣に書かれているのかわからないというタイプ 戯文で
二八六
ある。このような場合、戯文が戯文なりに持っている理路を追うことにも一定の意味があると考える。　
以下、中国語言説は拙訳により示し、註に原文を掲げる。引用部の〔
　　
〕内は引用者による補足などを示す。
一
　「貴人行楽之法」
　「貴人行楽之法」は、冒頭で次のように言う。
この世で最も楽しい境遇は、帝王だけが至ることができる。その下となると、高官、将軍、宰相および諸々の役人が、いずれもみな楽しむことのできる人物である。しかし、政務がいつも念頭にあり、いろいろな仕事が気にかかる。一日の内、朝廷に出て 政務を処理し、退出してはいろいろな物事を処理し、人を管理し神を崇め、反省して自分の身を修めることのほかに 楽しむことのできる時間は、どれほどあるだろうか。 「それは違う」と言おう。楽しみは外にあるのではなく、心にある。心で楽しいと思えば どんな境遇でも楽しいし 心で苦しいと思えばどんな境遇でも苦しいものだ。帝王であるならば 帝王の境遇を楽しいと思うのが当然である。高官であるならば、高官の境遇を楽しいと思うのが当然で 何 あれ、自分の本分として当然なすべきことで、他人に押し付けられないようなことは そ ことを楽しみと思うように て、それ以外の一切は放棄して全部 苦しみと思うようにするのが、当然で
（
1）。
　
帝王をはじめとする貴人は楽しむことのできる人物であり、帝王が最も楽しむことができる人物であると考えられ
ているのは、一般的な理解であるかのように見える。しかし、その後が問題である。 「……楽しむことのできる時間は、どれほどあるだろうか」という、貴人をほとんど楽 めない存在と見なす反語が提出され、即座に否定されている。その反語が否定されるのは、貴人が一般的な意味で楽しめる存在だから、ではない。その反語に答える形で、楽
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しみも苦しみも心の問題であること、なすべき職務を楽しみ、所与の境遇を楽しみと思うべきであることが、貴人に向けて説かれている。結果として、最初に、帝王以下の貴人は楽しむことのできる人物であり帝王が最も楽しむことができる人物であるとされた時の「楽しみ」は、一般的な意味での楽しみではなく、楽しみも苦しみも心の問題であるという発想から導かれ 、ある特殊な理念 しての楽しみであったことになる。先の反語は、この答えに合わせて用意されたのだろう。　
ここまでのところ、貴人の当為を語るところなどから、貴人に向けて説いているように見える。しかし、ほんとう
に、貴人に向けて説い いるの 。
自分が帝王であるとしよう。複雑煩瑣な政務が毎日あり、精神的にほんとうに疲れてしまう。しかし、世間で帝王を羨む人間が、少しの間だけ帝王になろうとしても、そんなことはできない。自分にとっての究極の苦しみが、他人の考える究極の楽 みである。高官、将軍、宰相、諸々の役人といった人物の心構えも同様なので 朝廷に出て政務を処理し 退出してはいろいろ 物事を処理し、人を管理し神を崇め、反省して自分 身を修めることとは別に、楽しい境遇を求める な必要はない。やるべきことを行う場所が、そのまま楽しむための場所である。筆を執って文書を作成して天下を安定させ、責任 持って命令 発して 々に満足な生活をさせ、天下と人々の楽しみを自分 楽しみと思う。これ以上の楽しみはない
（
2）。
　
帝王に向けて説いているのであれば、帝王に対して帝王の立場を仮定するよう求める必要はないし、帝王に対し
説いている「自分」を帝王であると仮定する必要もな 。帝王に向け 説いてい つもりであれば に呼びかけるか帝王を主語とすることで、足りる。 「自分が帝王であるとしよう」と う仮定は、 自分」を媒介と て、これを読む貴人ならざ 人物に、貴人の境遇を想像させ のが目的であると考えられる。貴人ならざる人物に呼びかけることや貴人ならざる人物を主語とすることが選ばれなかったのは、貴人に向けて説く う見掛けを保つ意図がこの言
二八八
説にあったからだろう。　
その仮定の後、帝王をはじめとする貴人は、当為や所与の境遇の苦しみを楽しみとすることが求められている。先
の、楽しみも苦しみも心の問題であるという観点からすれば、筋は通っているかのように見える。しかし、その楽しみは、特殊な理念としての楽しみである。貴人の境遇は、一般的な意味では苦しいことになるはずである。これを読んだ貴人ならざる人物は、貴人でさえほんとうは苦しいのだから貴人の境遇も大したことはないと考えるように促されていることになる。或いは、貴人は民衆のことを第一に考えるべきだという、それはそれでもっともに見え 主張を読み取って、貴人ならざる人物は、共感したかもしれない。　
当為や所与の境遇だけに焦点を当てる中でそぎ落とされたかのような、一般的な意味での楽しみについても、一応
は補足がなされている。
もしも、それ〔理念としての楽しみ〕以外に、のんびりと過ごせる時間がいくらかあって、さらには、しかるべきレベルの幸福な生活があるならば、人間界の帝王は天帝に匹敵するし、人間界の役人は仙界の役人に匹敵する。仙界など羨むには及ばない
（
3）。
　
一般的な意味での楽しみが持ち出されることにより、一般的な意味での楽しみと理念としての楽しみ 関係が誤魔
化されているように見えると同時に、貴人のために説いているという見掛けが維持さ て るように見えるとも言える。　
先の「世間で帝王を羨む人間が、少しの間だけ帝王になろうとしても そんなことはできない」 いう部分から、
よく知られる「一歩退く方法」が導かれる。
その〔当為や、所与の境遇を楽しむ〕ための方法は、ほかでもなく、老子の言う「一歩退く方法」を用いること
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である。自分より下の人間と自分を比較すれば、毎日楽しい気持ちで過ごすことができる。自分より上の人間と自分を比較すれば、いつもつらい気持ちになる
（
4）。
　「貴人行楽之法」が実質的には貴人に向けて貴人のために説いているのではないとして、貴人ならざる人物は、貴人も一般的な意味ではそんなに楽しいものではないと説かれた上で、この部分を読むことになる。 「一歩退く方法」そのものは、自分より下の人間と自分を比較することである。それを説く前に、対をなす ころの、自分より上の人間と自分を比較する方向は、先に充分に否定されていたこ になる。　「一歩退く方法」は、 「足るを知る」という命題に行き着く。
楽しむのが上手な人物は、満足するということを知る必要が、まずある。前漢の疏広と疏受のふたりは言った、「満足するということを知っていれば辱められることはないし、止まるということを知っていれば、危なくなることはない」と。辱められず、危なくなければ、究極の楽しみはその中に
（
5）。
　
足るを知ること。当為を楽しみ、所与の境遇を楽しみとすること。そのために、 「一歩退く方法」により、自分よ
り下の人間と自分を比較すること。そ 比較だけを有効とするため 、高望みをし こと。 「貴人行楽之法」は、そういう内容を、貴人に向けて説く見掛けを持ちつつ、実際は貴人ならざる人物に言って見せてい と考えられる。その貴人ならざる人物は、言説の構成上、 「富人」や「貧賤」ということになる。その両方だったのか、どちらかだったのか。そのこと 考える手掛かりは、他 二篇にあ と思われる。
二九〇
二
　「富人行楽之法」
　「富人行楽之法」は、冒頭で次のように言う。
貴人に楽しむことを勧めるのは簡単でも、裕福なひとに楽しむことを勧めるのは難しい。何故か。財力は楽しむことの元手ではあるものの、多過ぎないほうがよく、多いと逆に面倒を引き起こすものだからである。華の封人が尭帝のために富裕と長寿と男児 誕生を祈念した時、尭帝は言った、 「裕福になると面倒なことが増える」 。華の封人は言った、 「 福になっても、ひとに分け与えたら、問題はない」 。このことから考えると、財力が大きくなってもひとに分け与えないならば、尭帝のような徳 帝王のような身分でも、面倒を免れないと うことになる。徳が聖 のレベルではなく、身分が帝王以下である場合については、 うまでもない
（
6）。
　
最初の文から、 「貴人行楽之法」と「富人行楽之法」に、連続性が想定されていたことがわかる。また、実質はど
うあれ、貴人に向けて説くという設定、富人に向けて説くという見掛けが、言説において意識されていたと考えられる。　
一般的には財力があればあるほど楽しめると考えられたであろうところ、尭帝の故事により、その考えが否定さ
れ、ひとに分け与えるべきだという考えが示されている。同時に、高望みが戒められていると見受けられる。　
しかし、ひと 分け与えるという行為には、留保が加えられる。
裕福なひとに財産を分け与えるよう勧めることは、無理なことである。財産が多ければ運用を考えるものである。運用しなければ儲けが出ない。しかし、運用しないならそれはそれだけのことだ して、運用するとなる
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と、ものすごい努力が必要であり、いつも落ち着かない。その煩わしさは、筆舌に尽くし難い。財産が多ければ保護しなければならず、保護しなければ盗賊に取られてしまうばかりか、生命の危険さえある。しかし、保護しないならそれはそれだけのことだとして 保護するとなると、何もかもが不安で疑心暗鬼になる。その心配ぶりは、見るに耐えない。しかも 財産が多いと 必ず妬まれるこ になる。諺に、 「裕福な家にはひとの妬みが集まる」と言う。たったひとりで大勢のひ びとのターゲットになる上に、身の安全も覚束ないなら、楽しむことなど考えられ わけが ひどいことだ。財産が多 のはダメで、多く と面倒が じるのは、これほどのことであ
（
7）。
　
財産の運用と保全のために財産に振り回される側面ばかりが強調される。金を使うという側面がそぎ落とされて成
り立っている議論であり、結果として、一般的な意味での楽しみのために財力を費やすという側面が、退けられている。その上で、次のように言う。
それならば、裕福なひ が楽しむのは、結局のところ望むべくもないのだろうか。それは違うと言いたい。ひとにたくさん分け与えることが難しくても、収奪を控えることはたやすい。素晴らしい人物が多いこの世の中にあっては、ひとに恩を売るということは難しい。民衆 経済的に困窮している時には 恩徳を示しやすい。少し利子を負けてやるだけで 貧民は褒め称えてくれるだろう。少しの地代を負けてやる けで、小作人 大喜びするだろう。元本を返しても利息を返していない〔ひ がいる〕場合、貧乏だから うこ で借用書を燃 してやれば、馮驩レベルの名声があるだろう。自分の財力が充分でも国家の財力が足りな 場合、公益を重視して寄付でもしてみれば、卜式レベルの名声があるだろう
（
8）。
　
分け与えることも、収奪を控えることも、寄付をすることも、一般的な意味では楽しみとは考えにくい行動であ
二九二
る。それを、ここでは当為と見なして、理念としての楽しみにすりかえていることになる。 「貴人行楽之法」の場合と異なり、 「一歩退く方法」に相当する発想は直接には見られない。しかし、楽しみは心の問題であるという発想、当為を楽しむべきであるという議論の方向は 「貴人行楽之法」の場合と同様である。　
富人に向けて楽しむための方法を説く形を取りながら、富人は気前よくあるべきだとただひたすら言っているのに
近い。富人の気前よさを喜ぶのは、或いは、富人についてのこのような議論を喜ぶのは、富人ならざる人物であろう。具体的には「貧賤」の 貧」であると考えられる。富人に向けて説く形を取りながら 貧者に対して、富人の境遇は常に不安で落ち着かず そんなによ ものでは いと言って見せ 、高望 をしないように仕向けてい と考えられる。　「富人行楽之法」が実質的に言って見せる対象としていたのが、 「貧賤」の「貧」だったとしよう。そこから考えるに、 「貴人行楽之法」が実質的に言って見せる対象としていた貴 ならざる人物は、 「富人」を含まず、 「貧賤」の
「賤」だったことにもなるだろう。　
この後、富人のために説くという設定の関係からだろう、次のように、楽しむための条件が整ったことが説かれて
いる。
このようであるならば、今日の富裕層の状態とは大違いで、一方ではもとの自分自身を損なうこともない。狙う者も妬む者もいなくなり、楽しむことを考えることができるようになる。楽しみかたは、やはり貴人と同様である。金勘定をする以外に、楽しみの機会を求める必要 ない。地代や利息を負けてやったり公益のために行動したりする時、貧民の喜びと賞賛の声を聞くのは、盛大な音楽を聴く なものだ。役所の表彰を受けるのは、華麗な礼服を手に入れるよう ものだ。これ以上の栄誉はないし、これ以上の楽しみはない
（
9）。
　
しかし、やはり当為を楽しみ所与 境遇を楽しみとするこ を求める議論であって、ここで 「楽しみ」は一般的
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な意味での楽しみとは無関係なままである。それでも、最後に一般的な意味での楽しみが触れられている。
音楽や女遊びや贅沢な暮らしや風流な味わいといった楽しみは、他のひとなら財力の不足を心配するところだが、財力があるわけだから、何でもやれる。同じ裕福なひとが、前は最も楽しむことをしにくいひとだったのに、今では最も楽しむことをしやすいひとになったわけである
（
10）。
　
これにより、一般的な意味での楽しみと理念としての楽しみの関係が誤魔化され、富人のために説いているという
見掛けが一応は保たれるように見える。 「貴人行楽之法」の場合に似た配慮が言説においてなされていると考えられる。
三
　「貧賤行楽之法」
　
三篇が実際のところ誰に向けて語っているのかという問いは、その内の二篇について、とりあえず一応の答えが得
られたように思われる。すなわち、 「貴人行楽之法」と「富人行楽之法」は、 「貴人」や「富人」に向けて説く形を取りつつ、実質的には「貧賤」に向けて言って見せる言説だったということである。以下、 「貧賤」を直接の対象とする「貧賤行楽之法」の議論の内容を確認しつつ、 「貧賤」に向けて言って見せた理由、何かを言って見せるという意識の存在に いて、検討してみたい。　「貧賤行楽之法」は、冒頭で次のように言う。
貧しいひとが楽しむ方法は、他の秘訣はなく、やはり「一歩退く方法」しかない。自分では貧しいと思っても、自分よりもっと貧しいひとがいる。自分では身分が低いと思っても、自分よりもっと身分の低いひとがいる。自
二九四
分では妻や子を煩わしいと思っても、妻や子を失って孤独になり、妻や子の煩わしさを求めても得られないひとがいる。自分では手足にマメやタコができるほど働くことを苦労だと思うが、監獄暮らしで田畑を荒れさせ、安心して農作業をしたくてもできないひと いる。この心構えによれば、苦しみの世界は全て楽しみの場となる。もしも前に向かって考え 進めて、自分よりましな人物と比較するならば、いつも気持ちが落ち着きにくく、いろいろと身動き きない感じになってしまう
（
11）。
　「一歩退く方法」を「他の秘訣はなく、やはり」という断りとともに持ち出すところからすると、 「貧賤行楽之法」は、独立したものではなく、 「貴人行楽之法」 「富人行楽之法」に連続するものであると位置付けられていることになるだろう。　貴人向けの議論と富人向けの議論において、高望みせずに自分より下の境遇の人間と自分を比較し、当為を楽し
み、置かれた境遇を楽しみとするように仕向けられた後であれば、一定の文脈が生じていることにより、 「貧賤行楽之法」だけを読むよりも、言説において説得力が期待されていたことになるだろう。先立つ二篇は、 「貧賤行楽之法」のために書かれたと読めるだろう。　「貧賤行楽之法」において説かれている楽しみが、一般的 意味での楽しみではなく、理念としての楽しみが中心であることは、 「貴人行楽之法」 「富人行楽之法」の場合と変わらな 。
例えば、夏に暑さがつらいのは、家屋が狭いせいだとわかっているわけだが、激 陽射しの中を少し歩い から部屋に入れば、暑さが退いて行く感じがして、前ほどひどい感じはしなく る。家屋が狭いのを嫌って広い場所に行って涼めば、帰った後、ますます不快に感じるこ になる。冬に寒さがつらいのは、壁が薄 せいだとわかっているわけだが、風雪の中を一旦歩いてから家に戻れば、寒さはす と退いたような感じ して、前ほどきつい感じはしなくなる。寒さを嫌って広大な邸宅に行っ 暖を取れば、帰った後、どれほど寒い いをするかわ
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からない。このことから考えれば、 「一歩退く」とは、どこにでもあるし、誰にとってもあるわけである。一歩退くことを考えれば、楽しく感じる境地が自然と生じる
（
12）。
　
ただ、 「貴人行楽之法」 「富人行楽之法」では一応言及された一般的な意味での楽しみが言及されることはないの
で、 「より苦しくないこと」程度の「楽しみ」ばかりが語られる結果となっている。　
さて、貧賤を念頭に置いた議論をしていた理由について、考えてみたい。これは、李漁が、実情はともかくとし
て、 「貧賤」を自認 て見せていたことによるだろう。 「貧賤行楽之法」は次のように言う。
私はこの世で一番つらい人間なのに、死ぬほどつらい思いをせず、困窮 流浪の中でやつれ果てることがないのは、全てこの方法〔 「一歩 方法」 〕を用いる である
（
13）。
このような貧賤の自認は、 『閑情偶寄』 「凡例」の「一期崇尚倹朴」条に見られる意識にも通じていると思われる。
極貧の境遇に我が身を置いているので、モノが最も乏しい状態を知ってい わけである。天下の貧者がみな私と同じであると思っているので、自分が求めないものを、他者に施すことはな
（
14）。
　
また、言って見せる意識の存在は、 「貧賤行楽之法」の次のような部分から読み取ることができるように思われる。
さらには筆というものをいつも手にし いて、千軍を掃討することは無理でも、あれこれの心配事を取り除 には充分過ぎるほどである。しかし、一歩退くと うことが上手でなければ、文筆 人間を苦しませ ことになる。思うに、虞卿が書物を著 たの 、この方法によるが、私はこの方法〔一歩退く方法〕を公開することがで
二九六
きるのに、彼はひたすら隠して伝えなかったのだ
（
15）。
およそ人間 一生は、不測の災難や大難は忘れてはいけないだけではなく、特筆大書して座右に掛けておくのが適切である。 （略）反省して自責の念を持つことは、内心の問題であり、他人に見せるには抵抗があるものだが、それならば、はっきり表現しないでおく方法がある。災難に遭った年月だけを記して具体的事実 触れないとか、ほのめかす程度に表現しておいて詳細 明らかにしないとか、対句や詩を書いて普段過ごす場所に掛けておいて自分の気持ちを暗に表現して他人に気付かせないとかも 「淑く其の身を慎む」 〔 『詩経』 「邶風」 「燕燕」の句〕ための妙法 こういうことは ずれも私がこっそりやっていることである。こうして文章の流れで書いてしまえば 隠そうとしてももう無理である。これは諺に言う「語るに落ちる」というものだろう
（
16）。
　
言説において、何かを公開するかしないか、言わんとする何かを隠すか隠さないか。そのようなことを問題にし、
当の言説で自己言及的に触れること。このような書きかたは、読まれること、見られることへの、強い意識を前提とする。ただ単に語るだけでない、言って見せる意識は、このような、読まれること見られることへの強い意識から来ていたのだろう。
結
　　　
語
　
以上、 『閑情偶寄』所収「貴人行楽之法」 「富人行楽之法」 「貧賤行楽之法」三篇について検討し、最後者のみなら
ず、前二者も、実質的には「貧賤」に言って見せるために書かれていたと考えるに至った。　
それぞれの議論のありかたを眺める中で、特殊な理念としての楽 みが提示されるのを眼にした。当為を楽しみ所
与の境遇を楽しみとすること。これは、発想的には、陽明学との関係が想起されると ろである。陽明学に見られ
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る、日用卑近を重視する傾向を考えてもよい。また、 『伝習録』に見られる、次のような言説を考えてもよいだろう。
ある下級官吏が、陽明先生の学問を長い間聴講して、 「この学問は素晴らしい。ただ、書類仕事や訴訟処理が煩瑣で、学問をする機会がありません」と言った。先生は言った、 「私は君に書類仕事や訴訟処理と無関係にただ学問をす ように教えたりしていません。君は役人の仕事があるわけだから、役人の において学問をすることです。それでこそ、ほんとうの意味での格物です。例えば、訴訟を処理する場合、相手の態度がひどいからと言って怒ってはいけません。相手の言葉が淀みないからと言っ 好感を持ってはいけません。配慮するように頼まれたことを 題にして特 厳しく扱っ はいけません。要求に負けて言いなりになってはいけません。自分の仕事がたいへんだからと言って デタラメに判決を下して いけません。周囲の人間が非難したり陥れようとするからと言ってその人間の思うがままに処理 はいけません。そういうあれこれの意図は、利己的なも です。ただただ君が自分でわきまえ 、よく考えて、克服しなければなり 心が少しでも偏 他人の是非をないがしろにしてしまわないかど かと、考えるだけです。これが格物致知です 書類仕事や訴訟処理は、学問実践にほかなり せん。現実と無関係に学問をすること 、無意味です」
（
17）。
　
王陽明の返答があまりに具体的で、まるで発言した下級官吏の行状を全て知った上で説教でもしているように見え
なくもないが、それはそれとして、当為を学問実践と思い所与の境遇を学問実践の場と見なすことを促す議論は、当為を楽しみ所与の境遇を楽しみの場と見なすことを促す議論に、発想的に似ていると思われる。　
かつての陽明学の流行を考えると、当時も発想的な類似を思った読者はいたのではないか。その場合、三篇がどこ
まで真剣に書かれて るのかわからない感じは、より強かったのではないか。もっとも、そ あたりは想像の域を出ない。
二九八
註
（
1）　
顧廷龍主編『続修四庫全書』 、 上海古籍出版社、 一九九五年、 第一一八六巻、 六九五頁。原文（以下、 句読は引用者による） ／
人間至樂之境。惟帝王得以有之。下此則公卿將相。以及群輔百僚。皆可以行樂之人也。然有萬幾在念。百務縈心。一日之

內。除視朝聽政。放衙理事。治人事神。反躬修己之外。其為行樂之時有幾。曰不然。樂不在外而在心。心以為樂。則是境皆樂。心以為苦。則無境不苦。身為帝王。則當以帝王 境為樂境。身為公卿。則當以公卿之境為樂境。凡我分所當行 推諉不去者。即當擯棄一切。悉視為苦。而專以此 為樂。
（
2）　
謂我為帝王。日有萬幾之冗。其心則誠勞矣。然世之豔慕帝王者。求為片刻而不能。我之至勞。人之所謂至逸也 為公卿將
相。群輔百僚者 居心亦復如是。則不必于視朝聽政 放衙理事。治人事神。反躬修己之外。別尋 境。即此得為之地。便是行樂之場。一挙筆而安天下。一矢口而遂群生 以天下群生之樂為樂。何快如之
（
3）　
出所同前。原文／若于此外稍得清閒 再享一切應有之福。則人皇可比玉皇。俗吏竟成仙吏 何蓬萊三島之足羨哉。
（
4）　
出所同前。原文／此術非他。蓋用吾家老子退一步法。以不如己者視己。則日見可樂。以勝于己者視己。則時覺可憂。
（
5）　
出所同前。原文／故善行樂者。必先知足。二疏云。知足不辱。知止不殆。不辱不殆。至樂在其中矣。
（
6）　
註（
1）前掲書、六九五―六九六頁。原文／勸貴人行樂易。勸富人行樂難。何也。財為行樂之資。然勢不宜多。多則反為累
人之具。華封人祝帝尭富壽多男。尭曰。富則多事 華封人曰 富而使人分 。何事 有 由是觀之。財多不分。即以唐尭之聖。帝王之尊。猶不能免多事之累 況德非聖人而位非帝王者乎
（
7）　
註（
1）前掲書、六九六頁。原文／茲欲勸富人行樂。必先勸之分財。勸富人分財。其勢同于拔山超海。此必不得之數也。財
多則思運 不運則生息不繁。然不運則已 一運則經營慘淡。坐起不寧 其累有不可勝言者。財多必善防 不防則為盜賊所有。而且以身殉之。然不防則已。一防則驚魂四繞 風鶴皆兵。其恐懼觳觫之狀 不堪目睹者。且財多必招忌。語云。溫飽 家眾怨所歸。以一身而為眾射之的。方且憂傷慮死之不暇 尚可與言行樂乎哉 甚矣。財 多 多之為累 亦至此也
（
8）　
出所同前。原文／然則富人行樂。其終不可冀乎。曰不然 多分則難 少斂則易。處比戶可封 世。難于售恩 當民窮財盡之
秋。易于見德。少課錙銖之利。窮民即起頌颺。略蠲升斗之租 貧佃即生歌舞。本償而子息未償 因其貧也而貰之。一券纔焚即噪馮諼之令譽。賦足而國用不足 因其匱也而助之。急公偶試 即來卜式之美名。
（
9）　
出所同前。原文／果如是。則大異于今日之富民 而又無損于本來之故我。覬覦者息而讐怨者稀 是則可言行樂矣 其為樂
也。亦同貴人。可不必于持籌握算之外。別尋樂境。即此寬租減息 仗義急公之日。聽貧民 歡欣贊頌 即當兩部鼓吹 受官司
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之獎勵称揚。便是百年華袞。榮莫榮于此。樂亦莫樂于此矣。
（
10）　
出所同前。原文／至于悅色娛聲。眠花藉柳。構堂建廈。嘯月嘲風諸樂事。他人欲得。所患無資。業有其資。何求弗遂。是同
一富也。昔為最難行樂之人。今為最易行樂之人
（
11）　
註（
1）前掲書、六九六頁。原文／窮人行樂之方。無他秘巧。亦止有退一步法。我以為貧。更有貧于我者。我以為賤。更有
賤于我者。我以妻子為累 尚有鰥寡孤獨之民。求為妻子之累而不能者。我以腁胝為勞。尚有身繫獄廷。荒蕪田地。求安耕鑿之生而不可得者。以此居心。則苦海盡成樂地。如或向前一算。以勝己者相衡。則片刻難安。種種桎梏幽囚之境出矣。
（
12）　
註（
1）前掲書、六九七頁。原文／譬如夏月苦炎。明知為室廬卑小所致。偏向驕陽之下。來往片時。然後步入室中。則覺暑
氣漸消。不似從前酷烈。若畏其湫隘而投寬處納涼 及至歸來。炎蒸又加十倍矣。冬月苦冷。明知為牆垣單薄所致。故向風雪之中。行走一次。然後歸廬返舍。則覺寒威頓減。不復凜冽如初。若避此荒涼 向深居就燠。及其再入 戰慄又作何狀矣。由此類推。則所謂退步者。無地不有 無人不有。想至退步。樂境自生。
（
13）　
出所同前。原文／予為兩間第一困人。其能免死于憂。不枯槁于迍邅蹭蹬者。皆用此法。
（
14）　
註（
1）前掲書、四九一頁。原文／蓋緣身處極貧之地 知物力之最艱。謬謂天下之貧。皆同于我。我所不欲。勿施于人。
（
15）　
註（
1）前掲書、六九七頁。原文／又得管城一物。相伴終身。以掃千軍則不足。以除萬慮則有餘。然非善作退步。即楮墨亦
能困人。想虞卿著書。亦用此法 我能公世 彼特秘而未傳耳。
（
16）　
註（
1）前掲書、六九七―六九八頁。原文／凡人一生奇禍大難。非特不可遺忘。還宜大書特書。高懸座右。其裨益于身者有
三。孽由己作 則可知非痛改。視作前車。禍自天來。則可止怨釋尤 以弭後患。 于憶苦追煩。引出無窮樂境。則又警心惕目之餘事矣。如曰省躬罪己。原屬隱情。難使他人共睹。若是 有包含韞藉之法。或止書罹患 年月而不及其事。或別書隱射之數語而不露其詳。或撰作一聯一詩。懸掛起居親審之處。微寓己意。不使人知。亦淑慎其身之妙法也 皆湖上笠翁瞞人獨做之事。筆機所到。欲諱不能。俗語所謂不打自招者 非乎
（
17）　
王守仁『陽明全書』 、台湾中華書局、一九八五年、巻三、
4a―
4b。原文／有一屬官。因久聽講先生之學。曰此學甚好。只是
簿書訟獄繁難。不得為學。先生聞之。曰我何嘗教爾離了簿書訟獄 懸空去講學 爾既有官司之事。便從官司的事上為學。纔是真格物。如問一詞訟。不可因其應對無狀 起箇怒心。不可因 言語圓轉 生箇喜心 不可惡其囑托 加意治之 不可因其請求。屈意從之。不可因自己事務煩冗。随意苟且斷之。不可因旁人譖毀羅織 随人意思處之 這許多意思皆私 只爾自知。須精細省察克治。惟恐此心有一毫偏倚 杜 是非。這便是格物致知。簿書訟獄之閒 無非實學。若離了事物為學。卻是著空

